
は じ め に

本書は、実際に保育者養成に関わっている教員が、幼稚園教諭・保育教諭を
めざす人の教育学入門書として必要と考えるエッセンス抽出し、全17章にま
とめたものである。
保育者養成の世界は、さまざまな背景となる専門領域を修めた教員が、保育
者養成という一つの目的に向かって指導していく、いわばオーケストラのよう
な性格をもっている。そのためには、個々の教員自身が、保育者養成の全体像
を理解し、背景となる専門領域を深め、子どもの指導ができるように導いてい
くことが必要不可欠である。
そのため本書は、まず第1章から第6章までを「教育の基礎的理解」に関
するものとし、次いで、第7章から第9章までを「道徳、総合的な学習等の指
導法及び生徒指導、教育相談等」に関するものとしている（第Ⅰ部）。それを
受けて、「領域に関する専門的事項」「保育内容の指導法」として第10章から
第17章までを展開し、同時に具体的な場面で「教育実践」を紹介するという
構成にしている（第Ⅱ部）。
このような意図で書かれた本書を、幼稚園教諭・保育教諭をめざす学生を
指導する先生方には、教育学全体を俯瞰する基礎ゼミナールとして、あるいは
個々の教育学の専門分野の領域の導入教育として、さらには卒業前の振り返り
に使用していただけたらと思っている。また、幼稚園教諭・保育教諭をめざす
学生自身も、このような意図を理解して熟読していただけたらと思っている。
最後になりましたが、お忙しいなかでご執筆いただいた各位に感謝申し上げ
ます。また、無理なお願いを快諾してくださった、大学教育出版の佐藤守氏に
心から御礼申し上げます。

　令和2年 4月
編著者代表　川崎医療福祉大学 子ども医療福祉学科 学科長・教授　橋本　勇人　
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